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東
日
本
大
震
災　

現
地
視
察
報
告

［独自調査］ 3.11から約1年後の状況レポート

　

昼
過
ぎ
に
仙
台
空
港
に
到
着
。
バ
ス
に
乗

る
な
り
瓦
礫
の
山
を
目
に
す
る
。
高
速
道
路

に
上
が
る
と
見
渡
す
限
り
何
も
な
く
、
天
変

地
異
に
よ
り
荒
野
と
化
し
た
農
地
が
広
が
っ

て
い
る
。
今
年
の
作
付
け
は
望
め
ま
い
。

　

行
け
ど
も
行
け
ど
も
、
あ
の
映
像
で
見
た

目
を
疑
う
惨
状
の
痕
跡
が
続
く
。
津
波
が
全

て
の
も
の
を
の
み
込
み
壊
滅
的
な
被
害
と
な

り
、
日
常
を
奪
い
去
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
荒
涼
感
の
漂
う
更
地
に
は
、
人
影
も

な
い
。
未
だ
生
活
の
再
建
も
ま
ま
な
ら
ぬ
現

実
に
、
打
ち
の
め
さ
れ
る
思
い
を
抱
か
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

内
陸
部
に
無
惨
な
姿
を
さ
ら
す
巨
船
。
建

物
の
屋
上
に
乗
っ
た
ま
ま
の
バ
ス
。
陥
没
に

よ
る
水
溜
ま
り
や
傾
い
た
ま
ま
の
重
機
。
激

流
に
も
ま
れ
１
階
部
分
の
破
損
が
ひ
ど
い
住

宅
。
鉄
道
復
旧
の
め
ど
も
見
え
な
い
。
途
方

も
な
い
時
間
と
の
戦
い
を
痛
感
す
る
。

　

驚
愕
の
３
・
11
か
ら
や
が
て
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い

た
２
月
21
日
。
議
会
と
し
て
、
今
後
の
防
災
対
策
や
減
災

を
考
え
る
上
で
、
現
地
を
知
り
、
自
ら
の
目
で
復
旧
状
況

を
確
認
す
る
た
め
宮
城
県
沿
岸
部
へ
の
視
察
を
バ
ス
移
動

約
５
０
０
km
と
い
う
強
行
で
は
あ
っ
た
が
１
泊
２
日
で
実

施
し
た
。

　

石
巻
市
の
大
川
小
学
校
は
児
童
や
教
職
員

84
人
が
死
亡
、
不
明
と
な
っ
た
。
み
ん
な
で

手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
防
災
教
育
の
重
要
性

や
初
期
対
応
、
避
難
先
の
在
り
方
の
教
訓
を

思
っ
た
。

　

女
川
町
で
は
、
完
全
横
転
の
ビ
ル
を
見
た
。

16
ｍ
の
高
台
に
あ
る
町
立
病
院
の
１
階
部
分

に
ま
で
津
波
は
到
達
。
地
盤
沈
下
に
よ
り
満

潮
時
に
は
平
野
部
に
も
海
水
が
流
入
し
、
港

の
復
活
も
極
め
て
困
難
と
の
事
で
あ
る
。

　

最
後
ま
で
住
民
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
続

け
た
女
性
職
員
の
い
た
南
三
陸
町
。
そ
の
防

災
対
策
庁
舎
で
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、
命
の

尊
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

気
仙
沼
市
は
、
大
規
模
火
災
の
発
生
。
港

を
中
心
に
大
き
な
被
害
。
地
震
の
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
、
火
元
へ
の
警
戒
も
重
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

奇
跡
の
一
本
松
で
話
題
と
な
っ
た
陸
前
高

田
市
。
名
勝
の
７
万
本
の
松
も
、
ほ
と
ん
ど

が
根
元
か
ら
折
れ
消
滅
。
そ
の
地
域
を
語
り

継
ぐ
文
化
遺
産
へ
の
対
策
や
保
護
も
課
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　

被
災
地
の
一
部
の
み
の
視
察
。
さ
れ
ど
受

け
た
衝
撃
は
大
き
い
。
今
回
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
肉
眼
で
見
た
こ
の
衝
撃
を
今
後
の

わ
が
町
の
津
波
対
策
に
生
か
す
。
今
回
の
予

算
も
高
台
へ
の
避
難
路
整
備
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
ま
ず
高
台
に

逃
げ
る
。
そ
の
時
自
分
は
ど
う
行
動
す
べ
き

か
を
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

陸前高田市

気仙沼市

南三陸町

女川町
石巻市

仙台市

    志津川病院（南三陸町）

一本松（陸前高田市） （気仙沼市）

（女川町）
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東
日
本
大
震
災　

現
地
視
察
報
告

［独自調査］ 3.11から約1年後の状況レポート

宮城、岩手沿岸部
現地視察報告

石巻市大川小学校北上川河口被災前

石巻湾被災前

（南三陸町）

急峻と報道された裏山被災後

被災後

大  川小学校は河口の長面海水浴場から直線で約 4 キロメートルの位置にあり、ハザードマップのエリア外
であった。

　この 4 キロメートルは、当町海部川では吉野橋のあたりに位置し、浅川伊勢田川では竹ノ内地区より上流、
宍喰川では中里地区に相当する。それぞれ地形等条件は異なるが、想定外ということがないように、住民の防
災意識の高揚と啓発に努めなければならない。

石   巻日和山から石巻湾を望んだ時、石井漁港前には防波堤が
整備されており、建物の倒壊が少なく構造物が残っており

操業している施設もみられた。対照的に旧北上川の西側の石巻市
立病院周辺は跡形もなく被災している。
　防波堤のある背後地は効果が見られた。

　

石
巻
市
の
大
川
小
学
校
は
児
童
や
教
職
員

84
人
が
死
亡
、
不
明
と
な
っ
た
。
み
ん
な
で

手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
防
災
教
育
の
重
要
性

や
初
期
対
応
、
避
難
先
の
在
り
方
の
教
訓
を

思
っ
た
。

　

女
川
町
で
は
、
完
全
横
転
の
ビ
ル
を
見
た
。

16
ｍ
の
高
台
に
あ
る
町
立
病
院
の
１
階
部
分

に
ま
で
津
波
は
到
達
。
地
盤
沈
下
に
よ
り
満

潮
時
に
は
平
野
部
に
も
海
水
が
流
入
し
、
港

の
復
活
も
極
め
て
困
難
と
の
事
で
あ
る
。

　

最
後
ま
で
住
民
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
続

け
た
女
性
職
員
の
い
た
南
三
陸
町
。
そ
の
防

災
対
策
庁
舎
で
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、
命
の

尊
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

気
仙
沼
市
は
、
大
規
模
火
災
の
発
生
。
港

を
中
心
に
大
き
な
被
害
。
地
震
の
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
、
火
元
へ
の
警
戒
も
重
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

奇
跡
の
一
本
松
で
話
題
と
な
っ
た
陸
前
高

田
市
。
名
勝
の
７
万
本
の
松
も
、
ほ
と
ん
ど

が
根
元
か
ら
折
れ
消
滅
。
そ
の
地
域
を
語
り

継
ぐ
文
化
遺
産
へ
の
対
策
や
保
護
も
課
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　

被
災
地
の
一
部
の
み
の
視
察
。
さ
れ
ど
受

け
た
衝
撃
は
大
き
い
。
今
回
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
肉
眼
で
見
た
こ
の
衝
撃
を
今
後
の

わ
が
町
の
津
波
対
策
に
生
か
す
。
今
回
の
予

算
も
高
台
へ
の
避
難
路
整
備
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
ま
ず
高
台
に

逃
げ
る
。
そ
の
時
自
分
は
ど
う
行
動
す
べ
き

か
を
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

    志津川病院（南三陸町）
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海
陽
町
予
算
決
ま
る

住民生活の安心安全に重点配分住民生活の安心安全に重点配分住民生活の安心安全に重点配分 平成24年度

予　算

一 般
会 計 61億600万円61億600万円61億600万円
前年比＋１億1300万円　５年振りの増
平成24年度の当初予算（一般会計、15特別会計、2企業会計）
は審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるん君の家計簿

（年間61万円だとしたら？）
H24.3.31

住基人口　10,748人

貯　　　金
（予備費）（諸支出金）

２千円

親の仕送り
（依存財源）
51万６千円

奨学金などの返済
（公債費）
10万２千円

アルバイト収入
（自主財源）
９万４千円

高熱水道費
（消防費：３万５千円）
（衛生費：５万４千円）
（商工費：１万円）　　
（災害復旧費：１千円）

10万円

学　　　費
（民生費：16 万円）
（教育費：５万３千円）

21万３千円

食　　　費
（議会費：８千円）
（総務費：８万 1千円）

８万９千円

家　　　賃
（農林水産業費：３万８千円）
（土木費：６万６千円）

10万４千円

海部川風流マラソンキャラクター
ふるるん
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平
成
24
年
度　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成

平
成
24
年
第
１
回
海
陽
町
議
会

定
例
会
が
３
月
12
日
か
ら
16

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
当

初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

事
業
は
、
元
気
に
な
る
「
和
」
事
業
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
事
業
、
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
費
助
成
金
、
町

産
材
活
用
住
宅
建
築
推
進
事
業
補
助

金
、
浅
川
橋
・
竹
ヶ
島
橋
耐
震
補
強

事
業
、
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

補
助
金
、
津
波
避
難
路
整
備
事
業
な

ど
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
震
津
波

対
策
関
係
事
業
等
、
住
民
生
活
の
安

心
安
全
を
支
え
る
事
業
に
重
点
配
分

し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
津
波
避
難
路
整
備
事

業
や
備
蓄
倉
庫
品
整
備
事
業
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳　　入 歳　　出

依存財源
（84.55）

町税
（11.07）

分担金・負担金
（1.56）

財産収入
（0.70）
諸収入ほか
（1.26）

使用料・手数料
（0.85）

地方交付税
（61.50）

国庫支出金
（6.29）
国庫支出金
（6.29）

県支出金
（6.36）
県支出金
（6.36）

町債
（7.42）

その他
 （2.98）

歳入総額
61億600万円

人件費
（16.15）

扶助費
（8.45）

公債費
（16.75）

普通建設事業費
（8.15）

普通建設事業費
（8.15）

物件費
（18.05）
物件費

（18.05）

補助費
（17.79）

その他
（14.66）
その他

（14.66）

歳出総額
61億600万円

自主財源
（15.45）
自主財源
（15.45）

商工費

9,534万円

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

3億7,869万円

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

5億3,731万円

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

16億322万円

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

8億962万円

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

7,938万円

議員の報酬など。
歳出総額

61億600万円

■■

予備費

1,274万円

（※金額はすべて千円未満を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。
諸支出金

1,341万円

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

10億2,290万円

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

1,244万円

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

5億2,837万円

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

3億5,474万円

消防・水防・防災
対策など。

土木費

6億5,786万円

道路・橋の建設、
維持管理など。

目的別歳出

（％） （％）
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

国
道
55
号
の

迂
回
路
調
査
費

に
１
２
０
万
円

日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
！

海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
!!

阿
佐
東
線
に

１
億
９
６
０
万

円
積
み
立
て
る

日
本
最
大
マ
ラ
ソ
ン
サ
イ
ト
「
ラ
ン

ネ
ッ
ト
」
の
評
価
で
平
成
23
年
の

大
会
は
96
・
１
点
で
全
国
一
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
、
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
大
会
も

４
月
時
点
で
98
・
２
点
、
暫
定
一
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
参
加
費
、
協
賛
金
、
補
助
金

等
の
収
入
も
見
込
み
、
当
初
予
算
へ
総
額

２
８
１
０
万
円
の
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
営
業
走
行
も
視

野
に
入
れ
徳
島
県
、
美
波
町
、
牟

岐
町
、
海
陽
町
、
高
知
県
、
東
洋
町
等
で

総
額
４
億
２
０
０
０
万
円
の
鉄
道
安
定
基

金
を
５
年
間
で
積
み
立
て
、
地
域
の
公
共

交
通
と
し
て
の
阿
佐
東
線
を
応
援
し
ま
す
。

海
陽
町
の
負
担
金
は
１
億
９
６
０
万
円

（
26
・
１
％
）
で
す
。

国
道
55
号
が
不
通
と

な
っ
た
時
も
利
用

で
き
る
迂
回
路
と
し
て
、

以
前
よ
り
県
に
要
望
し
て

い
た
「
県
道
芥
附
海
部
線
」

と
「
県
道
牟
岐
海
南
線
」

の
調
査
費
が
つ
き
ま
し
た
。

総
額
８
０
０
万
円
の
う
ち
、

町
負
担
金
は
１
２
０
万
円

（
15
％
）
で
す
。
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

第
１
回
定
例
会

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
12
日
開
会
、
町
長
よ
り

次
の
45
議
案
、
（
条
例
関
係
10
件
・
承
認
関
係
３
件
・
予
算
関

係
28
件
・
人
事
関
係
３
件
・
契
約
関
係
１
件
）
が
提
出
さ
れ
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
16
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

人
事
関
係

・
蛇
王
運
動
公
園
周
辺
施
設
整
備
開
発
基
金
条
例	

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

・
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

・
町
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

　
　
　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
荘
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
城
山
荘
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
し
ず
み

荘

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　

宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
（
同
意
）

　
　
　

住
所　

海
陽
町
神
野

　
　
　

氏
名　

東
田　

吉
弘

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

　
　
　

住
所　

海
陽
町
浅
川

　
　
　

氏
名　

原　

敏
邦

　
　
　

住
所　

海
陽
町
芝

　
　
　

氏
名　

惣
田　

清
弘

　
　
　

住
所　

海
陽
町
久
保

　
　
　

氏
名　

長
尾　

桂
一
郎

・
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
（
同
意
）

　
　
　

住
所　

海
陽
町
奥
浦

　
　
　

氏
名　

中
張　

茂

・
平
成
22
年
度
浅
川
橋
耐
震
補
強
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　
契
約
金
額

　
　
　

既
決
請
負
契
約
額　
　
　

１
億
３
９
５
万
円

　
　
　

増
額
請
負
金
額　
　
　
　
　
　

３
２
８
万
円

　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
２
３
万
円

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

大
鉄
工
業
㈱　

四
国
支
店

　
　

工　

期

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で

（
補
正
予
算
）

・
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）	

６
億
８
９
４
６
万
２
千
円

⬆

・
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）	
１
億
２
２
４
８
万
６
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）	

34
万
７
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）	
３
７
１
６
万
１
千
円

⬆

・
平
成
23
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	
１
３
１
万
７
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

１
０
５
９
万
９
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

７
２
７
万
７
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	

１
６
９
８
万
６
千
円

⇩

・
平
成
23
年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

１
５
２
万
１
千
円

⬆

・
平
成
23
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）	

４
７
７
７
万
４
千
円

⬆

（
当
初
予
算
）

・
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算	

61
億
６
０
０
万
円

・
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算	

17
億
４
６
０
０
万
円

・
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
（
宍
喰
診
療
所
）	

１
億
４
１
５
７
万
円

・
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算	

１
億
６
２
４
２
万
円

・
平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算	

14
億
７
８
１
８
万
円	

・
平
成
24
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

６
８
６
７
万
４
千
円

・
平
成
24
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
７
６
４
０
万
４
千
円

・
平
成
24
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
４
６
６
２
万
９
千
円

・
平
成
24
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
０
１
５
万
３
千
円

・
平
成
24
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

３
２
１
４
万
３
千
円

・
平
成
24
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

９
６
４
万
円

・
平
成
24
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
９
４
９
万
９
千
円

・
平
成
24
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

７
３
０
万
１
千
円	

・
平
成
24
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
９
７
５
万
２
千
円	

・
平
成
24
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
５
３
万
３
千
円

・
平
成
24
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
７
９
万
６
千
円

・
平
成
24
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算	

４
億
２
２
０
８
万
円

・
平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算	

				

・
平
成
24
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算	

				

・
平
成
24
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算 

      　
・
営
業
収
益	

 

１
億
４
３
０
３
万
円

　
　
　

・
営
業
費
用	

 

１
億
１
７
０
０
万
円

　
　
　

・
資
本
的
収
入	

50
万
円

　
　
　

・
資
本
的
支
出	

６
２
７
２
万
６
千
円

　
　
　
　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
６
２
２
２
万
６
千
円

は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１
７
０
万
円
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
０
５
２
万
６
千
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す

る
。
）

・
平
成
24
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算                　

　
　
　

・
病
院
事
業
収
益	

６
億
４
２
３
５
万
円

　
　
　

・
病
院
事
業
費
用	

６
億
４
２
３
５
万
円

　
　
　

・
資
本
的
収
入	

８
３
０
０
万
円

　
　
　

・
資
本
的
支
出	

１
億
２
２
４
万
８
千
円

　
　
　
　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
１
９
２
４
万
８
千
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。
）

契
約
関
係

予
算
関
係

承
認
関
係

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈



8

海陽町議会だより　vol.24

11
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

16
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
理
事
会
（
徳
島
市
）

20
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

26
日　

議
会
全
員
協
議
会

２
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
役
員
会
（
徳
島
市
）

６
日　

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
徳
島
市
）

10
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
理
事
会

（
東
京
都
）

21
～
22
日　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
復

興
実
地
研
修
（
宮
城
県
・
岩
手
県
）

24
日　

第
63
回
徳
島
県
町
村
議
長
会
総
会
・「
自

治
功
労
・
町
村
議
会
表
彰
」（
徳
島
市
）

29
日　

東
み
よ
し
町
・
美
波
町
議
会
広
報
合
同

研
修
会
（
海
陽
町
）

５
日　

議
会
全
員
協
議
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

12
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

総
務
常
任
委
員
会

14
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

15
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

23
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
理
事
会
（
徳
島
市
）

１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

議
会
の
う
ご
き

１　
月

２　
月

３　
月

副町長に中張氏
副
町
長
選
任
・
議
会
の
う
ご
き

　

過
日
開
催
さ
れ
た
、
海
陽
町
議
会
３
月
定
例
会

に
お
い
て
選
任
同
意
い
た
だ
き
、
４
月
１
日
付
け

を
も
っ
て
副
町
長
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
海
陽
町
は
、
更
な
る
行
財
政
改
革
の
推

進
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、「
和
」

の
条
例
に
も
と
づ
く
第
一
次
産
業
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
、
そ
し
て
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
」

三
連
動
地
震
対
策
な
ど
、「
待
っ
た
な
し
」
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
、
こ
の
大
変
重
要
な

時
期
に
重
責
を
担
う
こ
と
に
対
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
五
軒
家
町

長
を
し
っ
か
り
補
佐
し
、
愛
す
べ
き
故
郷
へ
の
熱

い
思
い
を
胸
に
、
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
の
医
療
給
付
費
の
増
額
に
伴

い
、
平
成
24
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
所
得
割
率

が
6.5
％
か
ら
7.4
％
に
、
均
等
割
額
が

１
万
９
０
０
０
円
か
ら
２
万
５
０
０
円

に
、
ま
た
後
期
高
齢
者
支
援
分
の
所
得

割
率
が
1.5
％
か
ら
２
％
に
均
等
割
率
が

５
０
０
０
円
か
ら
６
５
０
０
円
に
そ
れ

ぞ
れ
増
額
さ
れ
、
介
護
保
険
料
も
高

齢
化
率
の
増
加
に
伴
い
、
基
準
額
が

５
２
０
０
円
／
月
か
ら
５
５
０
０
円
／

月
に
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
、
介

護
保
険
と
も
に
所
得
や
各
階
級
に
よ
り

改
定
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
保
健
福
祉
課
（
電
話
７
３

－

４
３
１

２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中な
か

張ば
り　

茂し
げ
る　

59
歳

住
所　

海
陽
町
奥
浦

略
歴　

前
徳
島
県
危
機

管
理
部
長

国
保
税
率
の
改
定
！

 

四
国
地
方
整
備
局
お
よ
び

各
事
務
所
の
存
続
を
　
　

求
め
る
意
見
書
　

提
出
者
　
　
　

叶
岡
　
　
徹

他
４
名

意
見
書
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歳　入 補正前 3月補正 構成比率
町 税 6億9,347万2千円 0 9.8
分担金・負担金 1億1,802万2千円 ▲1,593万8千円 1.4
使用料・手数料 5,302万9千円 ▲10万円 0.7
繰 入 金 35万円 0 0.0
繰 越 金 1,058万4千円 1億7,295万1千円 2.6
諸 収 入 6,255万8千円 390万円 0.9
地方譲与税 7,100万円 0 1.0
地方交付税 38億590万3千円 5億18万6千円 60.6
国庫支出金 3億4,238万5千円 ▲472万1千円 4.8
県 支 出 金 5億6,936万8千円 370万4千円 8.1
町 債 4億9,490万円 1,930万円 7.2
そ の 他 1億9,214万2千円 1,018万円 2.8
合　　計 64億1,371万3千円 6億8,946万2千円 100.0

財 産 収 入 6,539万2千円
利 子 割 交 付 金 282万円
配 当 割 交 付 金 100万円
株式譲渡所得交付金 52万円
地方消費税交付金 8,905万円
自動車取得税交付金 1,290万円
地 方 特 例 交 付 金 1,890万円
交通安全特例交付金 150万円
寄 付 金 1,024万円

※歳入のその他内訳

歳　出 補正前 3月補正 構成比率
公 債 費 11億6,895万1千円 4億9,945万9千円 23.5
民 生 費 16億3,839万円 ▲1億499万円 21.6
総 務 費 7億4,900万円 ▲1,537万4千円 10.3
教 育 費 6億5,990万1千円 ▲1,576万6千円 9.1
消 防 費 3億9,074万8千円 1,431万2千円 5.7
衛 生 費 4億8,454万5千円 1億1,138万4千円 8.4
農林水産業費 5億5,678万4千円 ▲964万6千円 7.7
土 木 費 3億8,568万4千円 ▲433万1千円 5.4
商 工 費 1億7,212万4千円 116万4千円 2.4
議 会 費 9,232万4千円 2万円 1.3
そ の 他 1億1,526万2千円 2億1,323万円 4.6
合　　計 64億1,371万3千円 6億8,946万2千円 100.0

災 害 復 旧 費 9,891万9千円
予 備 費 1,293万3千円
諸 支 出 金 2億1,664万円

※歳出のその他内訳

3月補正予算後の歳入歳出予算

避
難
路
の
整
備

津
波

対
策

一
般
会
計
予
算
の
状
況

考
え
ら
れ
、
県
、
町
と
共
に
高
台

へ
の
避
難
路
整
備
に
重
点
を
置
い

た
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

　

南
海
地
震
の
津
波
被
害
が
想
定

さ
れ
る
当
町
沿
岸
部
で
は
、
一
刻

も
早
い
高
台
へ
の
避
難
が
重
要
と

回
は
県
営
、
町
事
業
と
し
て
鞆
浦 

山
下
地
区
、
浅
川
三
浦
地
区
、
宍

喰 

正
梶
地
区
、
多
良 

片
山
地
区
、

奥
浦 

妙
見
山
等
数
カ
所
に
避
難
路

整
備
調
査
費
が
つ
い
て
い
ま
す
。

完
成
後
は
近
隣
住
民
の
命
の
道
と

な
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
自
発
的
な
整
備
ケ
ア
を

お
願
い
し
ま
す
。

任期満了にともない、現職であ
る東田吉弘氏（54 歳）を任命
することに同意しました。任期
は５月 28 日から４年間です。

人事案件に同意

東ひ
が
し

田だ 

吉よ
し

弘ひ
ろ

氏

教き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

委い

員い
ん

の
任に

ん

命め
い
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町
長
　
五
軒
家
　
憲
次

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
・
阿
波
尾
鶏
　
日
本
一

海部川風流マラソン

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
過
ぎ
た
。
い
ず
れ
の
場
面

を
見
て
も
苦
悩
や
悲
運
と
い

う
の
か
、
様
々
な
葛
藤
が
渦

巻
い
て
い
る
。

　

福
島
原
発
も
完
全
な
廃
炉

ま
で
40
年
か
か
り
、
遠
い
遠

い
先
の
話
の
感
が
す
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
我
が
町
だ

が
、
原
発
か
ら
は
遠
隔
地
に

あ
る
。
し
か
し
、
自
然
の
脅

威
は
対
岸
の
火
事
で
は
決
し

て
な
い
。
平
成
22
年
５
月
防

災
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
自
主

防
災
組
織
も
１
０
０
％
で
き

た
。
目
指
し
て
き
た
津
波
に

対
応
す
る
ハ
ー
ド
面
は
第
一

ラ
ウ
ン
ド
は
ク
リ
ア
で
き

た
。
そ
れ
も
つ
か
の
間
、３
・

11
か
ら
第
二
ラ
ウ
ン
ド
に

入
っ
て
い
る
。

　

三
陸
の
高
速
道
が
映
像
に

よ
っ
て
命
の
堤
防
に
な
っ
た

こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
県
知

事
も
国
道
55
号
を
調
査
区
間

か
ら
進
め
て
く
れ
と
政
府
に

対
し
、
強
く
要
望
し
て
く
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、県
道
芥
附
海
部
線
、

海
部
川
の
液
状
・
嵩
上
げ
等
、

大
里
海
岸
の
土
盛
り
・
土
塀

の
未
整
備
の
続
行
等
、
県
が

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　　

日
本
一
に
な
っ
た
の
が
２

つ
あ
り
、一
つ
は
阿
波
尾
鶏
。

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
を
抜
い
て

数
量
と
も
日
本
一
。

　

も
う
一
つ
は
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
。
23
年
度
の
ラ
ン

ナ
ー
投
票
で
96
・
１
点
取
っ

て
お
り
、
全
国
５
０
０
程
度

の
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
る
が
、
最

高
点
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
、
ハ
ー
ド
ル
は
非

常
に
厳
し
い
が
、
全
力
投
球

し
て
是
非
と
も
一
番
に
開
通

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

春
期
キ
ャ
ン
プ
を
３
月
１
日

か
ら
１
週
間
、
町
も
協
力
し

た
。
交
流
試
合
は
雨
天
の
た

め
中
止
に
な
っ
た
が
、
24
年

に
交
流
試
合
、
25
年
に
は
公

式
試
合
に
組
み
入
れ
た
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。「
巨
人
・
大

鵬
・
卵
焼
き
」
と
い
う
の
が

流
行
っ
た
が
、「
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・

蛇
王
・
阿
波
尾
鶏
」「
イ
ン
デ
ィ

ゴ
・
海
部
マ
ラ
ソ
ン
・
阿
波

尾
鶏
」
と
、
本
町
か
ら
発
信

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

23
年
度
の
決
算
も
プ
ラ

ス
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
５
、６
年
で
約
20
有

億
円
の
プ
ラ
ス
上
積
を
し

た
。
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

か
熟
慮
し
た
が
、
特
別
基
金

と
し
て
積
み
立
て
た
い
。
総

額
10
億
円
、
期
間
10
年
、
対

象
者
は
義
務
教
育
終
了
ま
で

で
、
用
途
は
出
産
、
子
育
て
、

医
療
等
で
、
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
６
月
に
は
条
例
、
あ

る
い
は
予
算
化
の
方
向
を
た

ど
り
た
い
。

　
「
和
」
の
第
一
次
産
業
事

業
を
本
町
で
は
こ
れ
し
か
な

い
と
や
っ
た
が
、
今
だ
に
形

が
見
え
て
こ
な
い
。
職
員
と

私
と
の
意
思
疎
通
が
で
き
て

い
な
い
と
厳
し
い
酷
評
を
さ

れ
反
論
の
余
地
も
な
い
。
私

の
指
導
力
の
欠
如
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
県
の
事
業
で
あ
っ

た
限
界
集
落
の
対
応
も
本
町

が
引
き
継
ぐ
。
も
う
一
度
心

機
一
転
、
再
ス
タ
ー
ト
す
る

の
で
、
よ
り
厳
し
く
ご
指
導

願
い
た
い
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
さ
つ
き
荘
と
城
山
荘
の
統

合
。
併
せ
て
、
宍
喰
保
育
所

と
恵
の
園
の
統
合
に
つ
い

て
、
施
設
、
園
児
数
等
、
諸

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を

10
％
、
介
護
保
険
料
１
・

７
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

10
％
程
度
の
ア
ッ
プ
を
す

る
。
で
き
る
な
ら
上
げ
た
く

な
い
が
、
現
状
の
収
支
か
ら

し
て
や
む
を
得
な
い
の
で
ご

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

防
災
・
減
災
は
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

国
や
マ
ス
コ
ミ
、
専
門
家
や

評
論
家
の
意
見
は
参
考
に
し

て
も
ら
い
た
い
が
全
て
で
は

な
い
。
各
自
、
各
家
庭
が
避

難
路
・
避
難
場
所
を
判
断
し

迅
速
に
逃
げ
る
、
行
政
は
的

確
な
情
報
し
か
な
い
。
こ
れ

が
生
命
線
で
あ
る
。「
三
つ

子
の
魂
百
ま
で
」と
言
う
が
、

学
校
教
育
を
徹
底
的
に
や
っ

て
ほ
し
い
。

施

政

方

針

DMV
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11

一

般

質

問

一次避難箇所の要望は？

〈企画防災課長〉 避難場所等で17カ所、
　　　　　　　　　　　備蓄倉庫等で８カ所

　
　

東
北
大
震
災
視
察
に
行

き
、
現
況
を
見
て
一
次
避
難

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

た
。
現
在
、
各
防
災
会
お
よ

び
町
内
か
ら
一
次
避
難
箇
所

の
要
望
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
。

　
　
谷
岡
企
画
防
災
課
長

　

避
難
路
改
修
、
避
難
場
所

等
で
17
カ
所
。

備
蓄
倉
庫
等

の
設
置
に
つ

い
て
は
８
カ

所
の
要
望
を

い
た
だ
い
て

い
る
。

　

今
後
地
元

の
方
の
要
望

等
も
聞
き
な

が
ら
、
計
画

的
に
整
備
を

進
め
充
実
さ

せ
て
い
き
た

い
。

避難訓練（海陽中学校）

　
　
55
号
の
高
規
格
道
路

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
私

た
ち
議
員
が
、
自
費
で
国

へ
の
要
望
活
動
を
し
て
は

ど
う
か
。
芥
附
海
部
線

（
海
部
か
ら
宍
喰
）
に

５
０
０
万
円
の
調
査
費
が

つ
い
た
が
早
急
に
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

国
は
費
用
対
効
果
が
最

優
先
だ
と
言
っ
て
き
た
が
、

震
災
の
映
像
で
見
直
し
に

な
っ
た
の
は
事
実
。
３
月

７
日
に
県
知
事
も
国
に
陳

情
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
動

い
て
、
動
い
て
、
動
い
て

い
る
。

　

芥
附
海
部
線
は
調
査
に

入
っ
て
い
る
が
、
用
地
問

題
で
挫
折
し
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

叶
岡
　
　
徹
　
議
員

高規格道路の進捗状況は？

〈町長〉県知事も国に
陳情してくださった

　
　
行
政
改
革
プ
ラ

ン
が
示
さ
れ
た
が
、

少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
、
海
部
高
校
の

卒
業
生
の
中
か
ら
就

職
希
望
者
を
役
場
職

員
と
し
て
、
町
独
自

で
何
名
か
採
用
し
て

は
ど
う
か
。
そ
の
人

た
ち
が
将
来
結
婚
も

し
、
子
ど
も
も
生
ま

れ
れ
ば
、
有
効
な
人

口
減
対
策
に
な
る
と

思
う
が
。

　
　
町
長

　

い
い
提
言
で
あ
る

が
、
公
平
・
公
正
の

原
則
か
ら
し
て
難
し

い
。
や
は
り
成
績
で
勝
負
と

い
う
の
が
基
本
。

　

ま
た
、
秋
入
学
と
い
う
大

学
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、

採
用
試
験
も
春
は
全
国
レ
ベ

ル
で
、
秋
に
は
地
元
で
と
い

う
よ
う
な
二
段
階
方
式
も
考

え
ら
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
検
討

は
し
た
い
。

　
　
人
材
育
成
、
専
門
知
識

の
向
上
と
い
う
形
で
、
同
じ

課
で
働
い
て
い
る
年
数
の
長

い
職
員
が
い
る
。
３
年
か
ら

５
年
で
職
場
を
変
更
す
る
の

が
い
い
と
思
う
が
。

　
３
月
31
日
付
け
で
退
職
す

る
、
成
田
愛
治
環
境
衛
生
課

長
、
長
い
間
町
民
の
た
め
に

働
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。
退
職
し
て
も

町
民
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
町
長

　

全
て
を
把
握
す
る
の
は
大

事
で
、
そ
の
意
見
に
は
賛
同

す
る
が
、
長
期
が
ベ
タ
ー
な

担
当
も
あ
る
。

　

一
番
の
審
判
は
住
民
。
評

価
に
値
す
る
職
員
に
な
る
よ

う
進
め
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

〈町長〉 検討はしたい

海部高校卒業生からの
採用は？
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福
井
教
育
長

　

垂
直
避
難
（
校
内
）
、
水

121212

髙
畠
　
武
夫
　
議
員

家庭用防災シェルターの導入は？

〈町長〉 二刀流として検討する

一

般

質

問

　
　
難
津
波
高
浸
水
予
想
図

後
の
町
立
学
校
の
対
応
は
。

ま
た
、
防
災
教
育
上
「
津
波

て
ん
で
ん
こ
」
の
扱
い
は
ど

う
す
る
の
か
。

平
避
難
（
近
く
の
高
台
）
を

避
難
場
所
と
し
て
訓
練
を
重

ね
て
い
る
。

　

津
波
対
策
三
原
則
「
想
定

に
と
ら
わ
れ
る
な
」
「
最
善

を
つ
く
せ
」
「
率
先
避
難
者

に
な
れ
」
。
こ
の
「
率
先
避

難
者
に
な
れ
」
と
い
う
の
が

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
で
あ

る
。
自
分
だ
け
助
か
れ
ば
い

い
と
い
う
利
己
的
な
も
の
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
助
か
ろ

う
と
い
う
共
助
的
な
意
味
だ

と
指
導
す
る
よ
う
に
、
学
校

に
伝
え
て
い
る
。

津波避難訓練（宍喰小学校）

防災シェルター

　
　
津
波
高
浸
水
予
想
図
後

の
対
応
と
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
対
策
、
ま
た
、
津
波
後
の

住
民
の
避
難
所
、
仮
設
住
宅

建
設
地
、
食
料
・
医
療
品
・

燃
料
な
ど
の
備
蓄
、
ま
た
広

い
海
陽
町
に
運
搬
手
段
・
配

布
な
ど
の
総
合
的
な
計
画
は

立
て
て
い
る
の
か
。

　
　
谷
岡
企
画
防
災
課
長

　

県
が
避
難
場
所
の
標
高
調

査
、
国
土
地
理
院
も
沿
岸
部

よ
り
約
５
㎞
程
度
の
標
高
デ

ー
タ
を
取
る
。
そ
れ
を
活
用

し
、
今
後
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
・
津
波
避
難
計
画
・
地
域

防
災
計
画
の
作
成
を
進
め
た

い
。

　

タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
ス
テ

ー
ジ
を
高
く
す
る
な
ど
の
整

備
は
、
津
波
高
・
浸
水
予
想

図
と
整
合
性
を
図
り
、
周
辺

住
民
と
協
議
を
行
い
検
討
を

進
め
た
い
。

　
　
災
害
時
要
援
護
者
（
避

難
が
困
難
な
高
齢
者
、
身
障

者
、
乳
幼
児
等
）
の
対
策
と

し
て
、
家
庭
用
防
災
シ
ェ
ル

タ
ー
の
導
入
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
で
き

な
い
場
所
は
そ
う
い
う
方
法

も
あ
る
。
設
置
す
る
な
ら
二

刀
流
と
い
う
か
、
シ
ェ
ル
タ

ー
、
救
助
艇
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
家
庭
用
も
検

討
す
べ
き
。
た
だ
、
町
が
配

布
、
購
入
の
援
助
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
検
討
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
　
宍
喰
地
区
は
海
岸
の
国

道
55
号
で
津
波
か
ら
も
守
ら

れ
て
い
る
地
形
で
あ
る
。
暫

定
津
波
高
で
は
、
ゆ
う
に
超

え
て
く
る
。
液
状
化
対
策
は

さ
れ
た
が
、
津
波
の
圧
力
に

耐
え
ら
れ
る
の
か
心
配
で
あ

る
。

　
釜
石
の
津
波
防
波
堤
は
崩

壊
し
た
が
、
津
波
高
を
４
割
、

６
分
の
時
間
稼
ぎ
、
最
大
遡

上
高
（
遡
る
区
域
）
を
５
割

減
少
さ
せ
た
と
の
デ
ー
タ
も

あ
る
。

　
住
民
が
少
し
で
も
安
心
で

き
る
よ
う
、
大
手
海
岸
沖
に

離
岸
堤
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
町
長

　

沖
合
の
命
の
堤
防
を
作
る

こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ
る
が
、

浅
川
の
例
に
し
て
も
、
事
業

に
つ
い
て
は
国
・
県
と
の
折

衝
に
時
間
を
要
す
る
。
意
見

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問

答

答

答

答

※
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」

と
は
？

　
岩
手
県
の
三
陸
海
岸
地
域

に
あ
る
津
波
防
災
伝
承
の
一
つ
。

防
災
教
育
と
し
て
解
釈
す
る

と「
津
波
が
来
た
ら
、
取
る
も

の
も
取
り
敢
え
ず
、
肉
親
に
も

構
わ
ず
に
、
各
自
て
ん
で
ん
ば

ら
ば
ら
に
一
人
で
高
台
へ
と
逃

げ
ろ
」に
な
る
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
は
助
か

り
、
他
人
を
助
け
ら
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
そ
れ
を
非
難
し
な

い
、
と
い
う
不
文
律
に
も
な
っ

て
い
る
。

問

問

問
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一

般

質

問

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

ドクターヘリのランデブーポイントの確保を!!

〈企画防災課長〉 協議し、場所の確保に努めたい

　
　
今
年
10
月
に
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
導
入
が
決
定
し

た
。
海
南
消
防
署
で
は
年
間

５
７
０
件
の
救
急
出
動
が
あ

る
。
遠
隔
地
に
住
む
住
民
に

も
安
全
安
心
の
生
活
を
与
え

る
た
め
に
も
、
ま
た
三
連
動

震
災
の
予
想
さ
れ
る
今
、
津

波
に
も
安
全
で
災
害
に
よ
る

孤
立
化
対
策
も
含
め
、
砂
埃

防
止
の
水
ま
き
を
し
な
く
て

も
良
い
所
で
、
周
辺
に
障
害

物
も
な
く
、
安
全
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
降
り
ら
れ
る
場

所
に
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
ヘ
リ
と
救
急
車
の
合
流
地

点
）
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
県
が
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
導
入
す
る

前
に
町
は
十
分
調

査
し
、
場
所
の
確

保
と
救
急
車
が
安

全
に
通
れ
る
道
路

の
整
備
等
を
県
に

対
し
要
望
提
案
す

べ
き
で
あ
る
が
、

町
と
し
て
の
見
解

は
ど
う
か
。

　
　
谷
岡
企
画
防

災
課
長

　

10
月
頃
よ
り
予

定
さ
れ
て
い
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
つ

い
て
は「
住
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
」と
し
て
、

大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

現
在
、
防
災
計
画
の

中
で
は
11
カ
所
の
「
災

害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
降
着
適
地
」
を
指

定
し
て
い
る
が
、
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
利
用
で
き
る
か
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

に
も
適
地
が
あ
る
か
ど

う
か
も
含
め
、
県
や
消

防
組
合
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
場
所
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

計
画
を
立
て
実
行
し

て
い
る
の
か
。

　
　
畦
内
教
育
次
長

　

保
護
者
か
ら
も
登

下
校
の
通
学
時
の
安

全
に
つ
い
て
心
配
の

声
は
教
育
委
員
会
に

も
届
い
て
い
る
。
教

育
委
員
会
で
も
学
校

に
向
け
て
自
転
車
通

学
の
安
全
に
つ
い
て

十
分
指
導
を
す
る
よ

う
指
示
を
し
て
い

る
。

　

小
学
校
で
は
自
転

車
安
全
教
室
の
実

施
、
中
学
校
に
お
い

て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
立

哨
指
導
、
ま
た
、
自

転
車
の
整
備
点
検
等

を
行
っ
て
い
る
。
自

転
車
の
登
下
校
時
の

通
行
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
と
し

て
は
、
基
本
的

に
は
歩
道
を
通

る
よ
う
指
示
を

し
て
い
る
。

　

町
全
体
の
自

転
車
事
故
防
止

安
全
教
育
に
つ

い
て
は
企
画
防

災
課
で
牟
岐
警

察
署
と
町
交
通

安
全
協
会
と
連

携
し
計
画
を
し

て
い
る
。

問

答

　
　
平
成
20
年
は
１
６
９
万

５
０
０
０
円
か
ら
平
成
23
年

は
18
万
円
と
減
少
す
る
ば
か

り
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
の
た
め
、
故
郷
を

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
。
納
税
の
仕
組
み
の
分

か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
、
広
報
や
議
会
広
報
を
発

信
し
た
り
、
納
税
者
に
特
産

品
を
贈
る
な
ど
、
も
っ
と
斬

新
な
企
画
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
町
の
対
策
は
。

　
　
浦
川
総
務
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が

複
雑
で
あ
り
、
国
の
制
度
上

や
む
を
得
な
い
が
、
伸
び
悩

ん
で
い
る
要
因
で
も
あ
る
。

他
の
市
町
村
に
は
な
い
特
徴

的
な
こ
と
は
、
海
部
川
風
流

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
よ
う

な
人
と
人
と
の

絆
こ
そ
、
今
後

の
世
代
に
伝
え

て
い
く
べ
き
大

切
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い

く
。

答 問

　
　
全
国
で
自
転
車
事
故

が
増
加
し
て
い
る
。
旧
海

南
・
海
部
中
学
校
の
合
併

に
よ
り
、
海
陽
中
学
校
に

自
転
車
通
学
者
が
増
え
て

い
る
。
い
つ
遭
遇
す
る
か

分
か
ら
な
い
交
通
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
安
全

安
心
の
意
識
向
上
、
危
険

を
予
測
し
回
避
す
る
能
力

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
ら
な
い
た
め
に
、

新
し
く
変
わ
っ
た
道
路
交

通
法
や
自
転
車
に
乗
る
た

め
の
注
意
事
項
を
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学

校
だ
け
で
な
く
、
町
民
全

体
に
も
安
全
教
育
を
普
及

す
る
よ
う
、
警
察
や
安
全

協
会
の
ご
協
力
を
得
、
事

故
防
止
の
計
画
を
立
て
る

べ
き
だ
。
現
在
ど
の
程
度

問

答

ふるさと納税の推進を!!
〈総務課長〉積極的に

PRに取り組んでいく

自転車の交通安全対策を!!

〈教育次長〉
学校・警察・安全協会と
連携し計画をしている

ドクターヘリ
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委

員

長

報

告

７
万
５
０
０
０
円
と
す
る
。

津
波
対
策
費
の
中
に
は
、
自

主
的
に
避
難
路
等
の
整
備
を

す
る
地
域
に
対
し
て
の
資
材

費
や
機
械
の
借
り
上
げ
料
も

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
戸
田
眞
理
子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
南
谷
　
輝
幸

阿
佐
鉄
基
金　
　
　
　
　
　
　

４
億
２
０
０
０
万
円
積
立

保
険
料
値
上
げ

　

３
月
13
日
開
会
。
海
部
地

区
の
避
難
路
２
カ
所
を
巡

視
。
続
い
て
、
定
例
会
上
程

の
所
管
事
項
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。

　

海
陽
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

現
行
の
条
例
数
と
実
数
と
の

隔
た
り
の
解
消
で
、
職
員
数

を
２
１
４
名
か
ら
１
７
５
名

へ
と
改
め
る
と
の
こ
と
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算

に
６
億
８
９
４
６
万
２
０
０

０
円
を
追
加
し
、
71
億
３
１

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
産
業
建
設
の
３
常
任
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
３
月
12
日
、
13
日
、
14
日
に
開

催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

計
上
し
て
お
り
、
今
後
も
継

続
す
る
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
61
億
６
０
０
万

円
と
定
め
、
対
前
年
比

１
億
１
３
０
０
万
円
の
増

額
で
あ
る
。
総
務
費
も
、

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金

　

３
月
14
日
開
会
。

○
保
健
福
祉
課
予
算

　

国
民
健
康
保
険
税
の
改

正
。
内
容
は
医
療
分
と
し
て

均
等
割
１
万
９
０
０
０
円
→

２
万
５
０
０
円
。
所
得
割
６
・

５
％
→
７・４
％
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、

均
等
割
５
０
０
０
円
→

６
５
０
０
円
、
所
得
割
１
・

妙見山避難所

５
％
→
２
％
。

　

介
護
分
、
均
等
割
１
万
円

→
１
万
１
０
０
０
円
。
所
得

割
１・
９
％
→
２・
３
％
と
約

10
％
増
と
な
る
改
正
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
改

定
は
、
標
準
所
帯
で
月
額

５
２
０
０
円
→
５
５
０
０
円

と
３
０
０
円
の
値
上
げ
に
な

り
る
。
今
年
度
よ
り
医
療
費

抑
制
一
環
と
し
て
、
特
定
検

診
の
検
診
率
の
向
上
と
検
診

の
継
続
の
た
め
、
自
己
負
担

金
１
０
０
０
円
を
無
料
化
に

す
る
。

○
教
育
委
員
会
予
算

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
、
障
害
者
、
子
ど
も
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
、
３

Ｂ
体
操
、
太
極
拳
、
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
、
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室
等
を
行
う
。

　

子
ど
も
預
か
り
事
業
に
つ

い
て
の
要
望
等
は
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
今
後
も
実
施

し
、
福
祉
課
で
行
え
る
児
童

ク
ラ
ブ
事
業
等
も
今
後
検
討

１
億
９
６
０
万
円
（
基
金
積

立
金
４
億
２
０
０
０
万
円
の

う
ち
の
本
町
負
担
分
。
平

成
23
年
度
の
赤
字
見
込
額

７
０
０
０
万
円
）
や
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会
運
営
費
を
補

正
で
は
な
く
、
当
初
予
算
で

計
上
し
た
こ
と
等
に
よ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

町
長
よ
り
意
見
を
求
め
ら

れ
た
特
別
基
金
の
創
設
。
義

務
教
育
終
了
ま
で
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
、
総
額
で
10
億

円
。
年
１
億
円
で
10
年
間
継

続
す
る
事
業
に
関
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
創

設
と
、
今
後
の
成
果
を
大
い

に
期
待
し
て
、
全
会
一
致
で

の
賛
成
と
な
っ
た
。
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委

員

長

報

告

委
員
長
　
見
吉
　
政
貴

浅
川
・
竹
ヶ
島
橋
耐
震
補
強

　

３
月
12
日
開
会
。

　

蛇
王
運
動
公
園
周
辺
施
設

整
備
基
金
条
例
改
正
は
、
海

部
下
灘
観
光
協
会
が
一
般
財

団
法
人
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
町
に
対
し
３
年
間
で

３
０
０
０
万
円
を
寄
付
す
る

改
正
。

　

ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
設
置
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
条
例
改
正

は
、
住
宅
コ
テ
ー
ジ
を
２
棟

増
築
し
た
の
で
、
そ
の
利

用
料
を
１
棟
に
つ
き
１
日

１
万
７
０
０
０
円
と
す
る
条

例
改
正
。

　

３
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ

ク
ス
春
期
キ
ャ
ン
プ
受
入
に

対
す
る
下
灘
観
光
協
会
へ
の

助
成
１
１
３
万
円
。
ト
ン
ネ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

し
て
い
き
た
い
。

○
海
南
病
院
関
係
予
算

　

新
し
く
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー

機
器
を
購
入
し
、
早
期
予
防

と
検
診
等
の
向
上
に
努
め
る
。

○
住
民
人
権
課
予
算

　

松
原
集
会
所
、
鞆
浦
福
祉

会
館
等
修
理
５
１
０
万
円
。

○
環
境
衛
生
課
予
算

　

海
部
葬
斎
場
の
炉
、
バ
ー

ナ
ー
等
の
補
修
５
０
０
万
円
。

○
今
年
度
よ
り
の
検
討
項
目

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

さ
つ
き
荘
、
城
山
荘
の
統
合

②
宍
喰
保
育
所
、
恵
の
園
保

育
所
の
統
合
。
少
子
化
に
よ

る
子
ど
も
の
減
少
、
平
成
25

年
度
末
ま
で
に
地
元
保
護
者

住
民
等
の
意
見
集
約
を
図

り
、
方
向
付
け
を
行
う
。

ル
工
事
追
加
工
事
負
担
金

２
５
８
万
円
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
主
な
も
の
は
、
ゴ
ミ

収
集
委
託
料
２
４
７
０
万

円
。
ゴ
ミ
処
理
費
負
担
金

１
億
８
３
０
万
円
、
し

尿
分
海
部
衛
生
負
担
金

５
５
０
０
万
円
。「
和
」
事

業
町
産
材
活
用
住
宅
建
築
推

進
事
業
費
５
棟
分
５
０
０
万

円
。
緊
急
雇
用
事
業
費
５

事
業
で
２
２
１
７
万
円
、

６
名
雇
用
。
大
井
堰ぜ

き

改
修

事
業
町
負
担
金
４
２
０
万

円
。
24
年
度
竣
工
予
定
の
伊

勢
田
ト
ン
ネ
ル
工
事
町
負

担
金
１
２
０
０
万
円
。
地

震
対
策
浅
川
橋
、
竹
ヶ
島

橋
耐
震
補
強
工
事
請
負
費

２
億
５
０
０
０
万
円
。
公

共
下
水
道
事
業
、
浅
川
公

共
下
水
道
維
持
管
理
費

６
８
６
０
万
円
。
海
部
下
水

道
事
業
費
１
億
７
３
５
０
万

円
。
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業

１
億
４
６
６
０
万
円
。
農
・

漁
業
集
落
排
水
事
業
は
、
維

持
管
理
予
算
で
例
年
並
み

と
の
こ
と
。
簡
易
水
道
予

算
に
つ
い
て
も
、
維
持
管

理
経
費
を
中
心
と
し
た
経

費
で
あ
る
。
上
下
水
道
事

アクアビクス（B&G海南海洋センター）

業
会
計
予
算
は
、
海
南
・

宍
喰
地
区
の
給
水
件
数
約

４
２
０
０
件
。
事
業
収
益
は

１
億
４
３
０
３
万
円
と
の
こ

と
。

　

四
国
地
方
整
備
局
お
よ
び

各
事
務
所
の
存
続
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て
審
議
し
、
全

会
一
致
で
了
承
し
、
採
択
す

る
こ
と
と
し
た
。

工事中の伊勢田トンネル
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な

み
ん

広
場

な

み
ん
な

み

の

　

春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
気
候
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
入
学
式
、
ま
た
新
入
社
員
の
希
望
に
満
ち
た
誓
い
の
言
葉
、

意
気
込
み
に
、
若
者
の
将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
町
議
会
も
現

地
を
視
察
し
て
想
像
を
絶
す
る
悲
惨
な
状
況
に
驚
く
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
復
興
に
は
相
当
の
年
月
が
か
か
る
と
思
う
が
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
絆
を
強
く
し
、
復
興
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、
30
年
以
内
に
起
き
る
で
あ
ろ
う
南

海
・
東
南
海
・
東
海
地
震
で
、
県
下
で
一
番
高
い
津
波
が
海
陽

町
内
の
20
・
３
ｍ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
町
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
対
策
が
急
務
で
あ
り
、
特
に
自
主
防
災
の
取
組

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
で
編
集
委
員
は
改
選
と
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は
色
々
ご
協
力
、
ご
指
導
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

委
員
長

　

三
浦　

茂
貴

副
委
員
長

　

池
下　

嘉
郎

委
員

　

叶
岡　
　

徹

　

原　

ひ
ろ
み

　

小
山　
　

慎

　

長
尾　

正
大

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
３
ー
４
１
６
４

編
集
後
記

　

毎
週
水
曜
日
、
宍
喰
町

民
セ
ン
タ
ー
で
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分

活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
宍
喰
地
区
婦

人
会
の
会
員
13
名
で
、
平

均
年
齢
は
70
才
で
す
。

　

婦
人
会
行
事
、
文
化
祭

や
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
が
豊
か
で
温
暖
な

気
候
、
自
然
災
害
が
少
な

く
住
み
や
す
い
。
人
情
豊

か
で
明
る
い
町
民
性
が
い

い
。

　

練
習
場
所
の
床
タ
イ
ル

が
は
が
れ
て
、
危
険
を
感

じ
ま
す
。
こ
の
場
所
し
か

施
設
が
な
く
不
便
で
す
。

　

関
心
を
持
っ
て
読
ん
で

い
ま
す
。
読
み
や
す
く
議

会
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

　

一
般
質
問
す
る
議
員
さ

ん
が
毎
回
同

じ
顔
ぶ
れ
の

よ
う
に
思
い

ま
す
。
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海
陽
町
の

い
い
と
こ
ろ
は
？

議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
い
ま
す
か
？

海
陽
町
に
対
す
る

要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

お
手
玉
く
ら
ぶ
　
わ
ら
べ
会

お手玉クラブ　わらべ会

リズムに合わせて

海陽町議会だより　vol.24


